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はじめに

2023年5月8日を迎え、
「新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針」(令和3年11月19日新型コロナウイルス感染症対策本部決定)は廃止されることにな
りました。【https://corona.go.jp/expert-meeting/pdf/kihon_r_050427.pdf】

私ども、株式会社ROCKにおきましても
2020年3月に「運営安全対策方針」を策定し、今日までの期間、携わらせていただく仕事の中で
「感染の拡大防止」に最大限の注意を払い、繰り返しこの「運営安全対策方針」の改善更新をしながら、より安全な実施に至れるよう、
活動を行ってまいりました。

お蔭様をもちまして、実施期間中（前後2週間の潜伏期間を含めます）大きな事故もなく、また集団感染のような事態に至ることもなく
この約3年間、仕事に従事することが出来ました。

ご協力いただきました関係各社皆様、数多くの対策にも手を尽くしていただきながら、共に仕事を進めて来てくださった皆様、
困難な中でも「感染の拡大防止」を念頭におきながら、ご来場いただきました皆様に御礼申し上げます。
ありがとうございました。

しかし、これは当然ながら、誰しもが感染する可能性があるウイルスであり、感染した方々への偏見や差別を促す意図はございません。
誰しもが感染する可能性があると言うことは、裏を返せば、「偶然が重なって首尾よく実施できた可能性だってあるのだ」と言うことを
我々は、深く肝に銘じておきたいと考えております。

今後は、これまで呼び掛けられてきた基本的な感染対策は一律に求められることはなくなり、個人の判断に委ねられることになります。

ただし、ウイルスそのものがなくなったわけではなく、
私どものように「大勢の方々に集まっていただくことを前提とした催事」をマネージメントする立場の組織、個人としましては、
特に、引き続き、十分な注意・対策を考えていく必要があると感じております。

この期間中に学んできたことを踏まえ、「運営安全対策方針」を改訂し、お知らせ・公開するとともに
これからも皆様が健やかで、安心して様々な催事、エンターテインメントイベントにご参加いただけるようになっていくことを
心よりお祈り申し上げます。

2023年5月8日 株式会社ROCK
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本書の目的

1.1 本書は株式会社ROCK（以下、ROCK）が広告イベントを受注し、
運営を行う際、来場者、スタッフ並びに関係者、会場施設、近隣施設含め、
関わるすべての人びとが、安全に且つ円滑で、良質な空間に滞在し、
イベントのひとときを安心して過ごせるよう、
確実性の高い計画を立てるための方針をまとめたものとして作成しました。

1.2 本書は整理された課題は、
今後、ROCKで運営を行う際、少なくとも考慮すべき項目（デフォルト）として捉え、
イベントの内容、状況により、付与される項目があるものと考えます。

1.3 本書は整理された課題、項目が
実施場所による既存の規定などにより、例外的に（やむを得ず）実施できない場合には、

・実施場所の規定を優先する
・実施場所の安全対策、レギュレーションに基づいた連絡系統を担保する
・実施場所の安全対策が十分でないと判断される場合は、適切な方法を進言する

以上を基本とし、
その上で、同等の機能、役割を持つ代案を立て、対応していくものと考えます。
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日常業務での取り組み
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日常業務での取り組み
☐出勤前報告
これまでの体温報告は、小数点以下（第1桁）までを社内連絡ツールにて報告後、出勤していたが、
発熱が 確認されない場合、「平熱」と報告することを可とする。（例：36.5→「平熱」）

☐出勤時ケア
手洗い・うがいは継続して徹底する。

☐マスクの着用
原則は不要とし、各自、任意にて着用。

☐出勤時刻
これまでは出社ピークの時間を避けての時間帯を優先していたが、
基本は労働時間帯であれば、各自、出社のタイミングは自由とする。

☐消毒アルコールなどの設置
継続して行う。

☐換気対応
2時間に1回程度、継続して行う。

☐打合せ時の社外、アライアンス企業などの出入りの記録・管理
継続して行う。【Pマーク取得企業であるため、2018年より実施】

☐冬場の加湿器設置
継続して行う。

☐ドアノブ、エレベーターなど不特定多数が接触する箇所の消毒
継続して行う。

☐テレワークについて
事前の報告があれば、任意にて、いつでもテレワークへの切り替えを可能とする。
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イベント実施運営再開時
安全対策方針
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運営の役割

イベント運営は

関わるすべての人びとが、安全に且つ円滑で、良質な空間に滞在し、
イベントのひとときを安心して過ごせる
ために行うと言うことを前提としており、

計画を立てる段階で以下の4視点を軸に対応
①不慮の事態が起こらないように十分なケア、シミュレーションを行うこと
またそのためのルールがあること（フィジカル的なケア、対応）

②未然に防ぐための予防策を練っておくこと
準備物・用意を付与することで対応できる内容（物質的なケア、対応）

③やむを得ず起こってしまった場合のルールを明確にしておき、
事態解決に向けて、冷静で十分な対応ができるよう、準備しておくこと（緊急時のケア、対応）

④不慮の事態により、中止または延期などが起こり得た場合の取り決めが
事前になされていること（事前取り決めでの対応）

以上を5つの時間軸
【事前事後制作時】【本番時（ご入場時）】【本番（開催時）】【本番終了後】【契約時】において、

再検討していければと思います。
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【事前事後制作時】
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制作時全般についてのレギュレーション（その①）

制作時のレギュレーション（その①）としては、以下の3項目については必ずしも実施しない方針に変更

☑スタッフに向け健康についての質問票を作成し、健康状態をチェックする

☑全スタッフの体温の報告を受ける。

実施日が複数日におよぶ場合はチャート作成し、記録をつけることで日々の体温に変化がないかを確認する

☑各部署それぞれの担当者の氏名、「入り・出」時間を記録する

☑日々のミーティングの中にCOVID-19における安全確認内容を含む（取りやめ）

☑バックヤードのみならず全エリアに入場制限・管理を行い、必要不可欠なスタッフのみに限定する

☑スタッフ間でも可能な限り２ｍのソーシャル・ディスタンスを守る（取りやめ）

☑フェイスシールド、マスクの着用を義務付ける（制作側が供給する）（取りやめ）

☑できる限り手洗いをこまめに行わせる（時間ごとにアナウンスを行い、管理者によるチェックを行う）

☑消毒アルコールの設置を義務付ける（制作側が供給する）

☑体調が悪い場合には自宅待機を義務付ける

☑それぞれの体調、症状をすぐに報告できるよう、バックアップを手配しておく
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制作時全般についてのレギュレーション（その②）

制作時のレギュレーション（その②）としては、以下の5項目については必ずしも実施しない方針に変更

☑咳やくしゃみをする際は口を覆う（手はNG)

☑換気しやすい会場を選出、または換気シミュレーションを行い、十分な換気ができることを判断した上で、
時間ごとに換気アナウンスを行い、定時の換気を行う

☑担当場所によっては防護服の着用を行う（制作側が供給する）（取りやめ）

☑他者の仕事道具を共有で使用しないこと（取りやめ）

☑食事を供給する場合は、ビュッフェ形式は避け、お箸やスプーンなど個別包装されているものを使用する
（取りやめ）

☑各部署に一人『除菌』担当者を設け、2時間毎に除菌を行う（取りやめ）

☑開催期間においてもテレワークで行うことができる業務は積極的にテレワークにて実務にあたる

☑会場は使用前と使用後でしっかりと除菌する（取りやめ）

☑除菌する際は、会場を傷つけたりよごしたりしないよう、除菌用品に気をつける

☑さまざまな対応が付与されることを考慮し、申請や打合せは早めに行う

☑これまでよりも対応が増え、考慮すべきことが増えるため、
非効率になることも多くあることを心構えしておく
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制作時確認として

制作時確認としては、変更しない方針

☑実施場所の安全対策の確認、前項のレギュレーションに基づいた管理報告・連絡系統を構築しているか

☑避難経路、災害ハザードマップに沿った避難計画になっているか

☑救護室、AED、消火器配置場所の確認、設置図をマニュアルへ記載したか

☑災害時に使用できる会場の備蓄内容を確認したか

☑管轄である近隣の警察署、消防署への届出や、病院、タクシー会社情報をマニュアルへ記載したか

☑イベント保険加入の有無を確認したか

☑通路やバックヤードなど、避難導線を意識した設計になっているか

☑入場待機および手荷物検査、体温検査など、安全な運営計画になっているか

☑運営スタッフ、警備員は、安全かつお客様をケアできる十分な配置になっているか

☑イベント受注時に契約書を交わしたか



11

*Confidential © 2023 ROCK INC.  All Rights Reserved.

【本番時（ご入場時）】
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ご入場において
ご来場、ご入場時の確認としては、『新型コロナウイルス感染症』特定の確認は廃止する方針

▼基本事項
・ご入場に関しては、主催者の許可に基づき、氏名、住所など個人が特定できる受付を行うことを原則とする
・待機者が大勢見込まれる場合には、別途、入場スペースを醸成（熱中症対策、雨天対策ともなる）
※ただし、列形成には、十分な間隔を確保する
可能な限り間隔を設ける（2mの間隔を必要とすることを取りやめ）

※また徹夜を含む始発前からの会場付近への来場を禁止
列形成時間を事前告知し、スタッフまたは警備員を適宜巡回させ、お客様対応を行う

・実施内容、タイトルに応じた待機列計画を考案し、入場する際はピストン入場を実施
※その際、前後にスタッフが付く事

・未成年者の対応として必ず保護者の同意を得た上でイベントに参加いただく

・受付での『新型コロナ感染症』特定の確認は廃止
①Cocoa（新型コロナ接触確認アプリ）にて過去14日間コロナ感染者と接触していない事を確認する（取りやめ）
②ワクチン接種証明をアプリ、または書面で確認する（取りやめ）
③抗原検査キットを使用した検査にて陰性であることを確認する（取りやめ）

▼入場をお断りする方（これまでの対応を含む）
・暴力団やこれに類する反社会的団体所属者及びこれらと密接な関係を有する者
・著しく酒気を帯びた方
・受付時には年齢確認を基本として年齢が確認できない場合
・ご入場時の手荷物検査にご協力いただけない方
・感染症感染の疑いのある方
・その他、主催者が入場を困難と判断した方
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手荷物検査
手荷物検査は主催側の判断を優先し、実施する場合の方針は変更せずに対応

・手荷物検査の実施 ※東京ゲームショウ2019https://expo.nikkeibp.co.jp/tgs/2019/visitor/attention.htmlを参照しています

▼危険物例
モデルガン・エアガン、ナイフ、アイスピック・千枚通し・針などのとがったもの、はさみ、カッターなど
毒物・薬物・その他有害物質
燃料、発炎筒、花火、火薬、多量のライター・マッチ等の可燃物や可燃性の高いもの
ハンマー、ドライバー等、凶器として使用される恐れのあるもの
ペット、動物類（盲導犬、介助犬は除く）
周囲に危害を加える恐れのあるもの
その他、スタッフが危険であると判断した物品（著しい悪臭を放つ物、大音響を発する物）
(飲食物/アルコール類)※イベント内容に応じ
・手荷物検査のLEVEL設定（事前告知を行い実施）
①手荷物をご自身で開けて頂き中身を確認。スタッフはお客様の荷物に手を触れない
※あくまで抑止力にしかならない

②全ての荷物を確認する⇒手荷物の破損や紛失など後からクレームになる可能性もある
・危険対象物発見後の対応として
担当ディレクター、警備員を呼び責任者からお客様へ説明を行う
⇒危険と判断した場合は、警察への通報を検討（没収した物の返却は原則行わない）

▼その他の対応
・事前告知の段階で大型の手荷物を持ち込まないようにアナウンス
ある場合は、近隣のロッカーなどへ事前に預けてからお越し頂く

・警備員を配置し、アルバイトスタッフのみでの業務対応を行わない
・窓口スタッフはトランシーバーを所持し、何かあった場合はエリア管理者へ発報
・緊急呼び出しボタンを設置し、何かあった場合はエリア管理者を呼び出し
・簡易のビデオカメラを使用して来場者を動画で記録

https://expo.nikkeibp.co.jp/tgs/2019/visitor/attention.html
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新型コロナウイルス、その他感染症に
おける対策として付与すべき項目

『新型コロナウイルス感染症』特定の確認は廃止する方針
▼実施フォーマット（取りやめ）
・人数シミュレーションでは、有効面積を割り出し、
そこから1人につき前後左右に各1.5ｍの距離を取れるように算出する
※シミュレーション以上の入場があった場合、入場規制を実施

・フリー参加ではなく招待制にするのが望ましい※来場人数が見えないと対策効果も薄れる為
・1日200名規模のイベントを50名×4回転実施するなど、少人数制イベントとして提案する
・人が殺到するコンテンツ、限定グッズの取扱いなど、整理券対応するなど来場者を分散させる

▼入場フォーマット（取りやめ）
飛沫、消毒対策関連
・入場時、マスクの着用を義務化※持っていない方への配布
・入場口、トイレなど水回りに消毒アルコールなどの設置※正しい手洗い方法記載
・非接触の体温計を用いて体温の測定（事前告知により許可を得た上で）37.5度以上の方の入場をお断りする
※幼児は38℃（平熱が37.4℃前後の為）外国人は39℃（平熱が38℃前後の為）以上の場合、入場をお断りする

・手荷物検査※前頁を参照
・入場時に本人確認、同意書に記入頂き、ウイルス感染やクラスター発生の際に正確な情報を把握できるように備える
・以下のチェックを用いて感染者の入場を防ぐ

①Cocoa（新型コロナ接触確認アプリ）にて過去14日間コロナ感染者と接触していない事を確認する
②ワクチン接種証明をアプリ、または書面で確認する
③抗原検査キットを使用した検査にて陰性であることを確認する

▼除菌作業（取りやめ）
・1時間に1回程度、展示物、タッチ＆トライコーナー、ドアノブ、エレベーター、階段の手摺りなど、
不特定多数の方が接触する箇所の消毒を行う

・窓がある会場では、1時間に2回程度、十分な換気を行い、空気の入れ替えを行う

▼その他（取りやめ）
・イベントWebページに配布物や物販グッズの購入専用ECサイトを連動させ、なるべく人との接触を避ける
・会場に救護士を常駐させ、救急セットを準備する
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感染防止チェックリスト

チェックリストはイベント終了後、2週間保管。
万が一、イベントの参加者から感染が確認された場合、調査機関への情報の開示、お客様への連絡を行う際に使用する。

※保管期限を過ぎた資料は破棄を行う

『感染拡大防止チェックリスト』の活用については、主催者の判断を優先する方針へ変更
（任意とする）
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【本番（開催時）】



17

*Confidential © 2023 ROCK INC.  All Rights Reserved.

イベント本番時において

▼基本事項
・運営スタッフは、フェイスシールド、マスク、ニトリル手袋の着用をして業務を行う（取りやめ）
・消毒アルコールの会場内に設置※使用は任意とする
・できる限り手洗いをこまめに行わせる
（時間ごとにアナウンスや、手洗いスペースに貼り紙など）（取りやめ）

・1時間に1回程度、展示物、タッチ＆トライコーナー、ドアノブ、エレベーター、
階段の手摺りなど、不特定多数の方が接触する箇所の消毒を行う

・3密を避ける為、控室に入室可能人数の表示を行う（取りやめ）
・窓がある会場では、1時間に2回程度、十分な換気を行い、空気の入れ替えを行う
※十分な換気が難しい会場は、サーキュレーターなどを使用し空気を循環

▼ステージ関連（取りやめ）
・ステージを行う際は出演者の立ち位置の間には飛沫防止パネルを設置する
・ステージ上の出演者へ直接物を手渡ししない
・ステージ観覧エリアも含む

▼控室関連（取りやめ）
・飲食物、飲料などは他人との共有はせず、個包装の物を手配する

▼その他
・熱中症防止の為、こまめな水分補給を行わせる(時間ごとにアナウンス)

※実施会場、各諸室に貼り出し

『新型コロナウイルス感染症』特定の確認は廃止する方針
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災害（地震、火災など）による緊急事態対応

・実施場所の規定を優先する

・実施場所の安全対策、レギュレーションに基づいた連絡系統を構築する

・実施場所の安全対策が十分でないと判断される場合は、適切な方法を進言する

・事前に会場の安全対策を確認し、対応フローや避難導線、救護室、AED、消火器配置図を作成

理解したうえで、避難誘導経路などを全スタッフへオリエンする

・会場の備蓄、近隣のハザードマップの確認を行う※マニュアルへ記載

・近隣の警察署、消防署、病院、タクシー会社の情報を調べ、マニュアルへ記載

・イベント保険加入の有無を確認(クライアント/代理店)

・統括するスタッフは、AEDを使用出来る救命技能の講習を受け認定された人員を配置する

・イベント会場に救護士を常駐させ、救急セットを準備する

・会場の備蓄物を確認し不足の場合、手配の有無を主催（代理店を含む）、協賛・協力会社へ確認する

緊急事態対応へ変更しない方針
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災害時連絡フロー
■緊急時連絡体制

イベント主催

株式会社 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
【運営責任者】 〇〇様 〇〇様

運営事務局
【運営責任者】 株式会社 〇〇〇〇 担当〇〇
【防衛責任者】 株式会社 〇〇〇〇 担当〇〇

状況報告 現場統括

連絡⇔指示

報告・協議 イベント会場・イベント主催事務局

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

警察・消防

□〇〇警察署 〇〇〇-〇〇〇-0110
□〇〇消防署 〇〇〇-〇〇〇-0119

現場担当

指示状況報告

株式会社 〇〇〇〇〇
担当 〇〇 〇〇

通報連絡係

株式会社 〇〇〇〇〇
担当 〇〇 〇〇

初期消火係

株式会社 〇〇〇〇〇
担当 〇〇 〇〇

救護係

株式会社 〇〇〇〇〇
担当 〇〇 〇〇

避難誘導係

避難誘導係

〇〇エリア：担当 〇〇 〇〇
〇〇エリア：担当 〇〇 〇〇

各エリアのスタッフはディレクターの指示に従い、迅速且つ安全に避難を実施

〇〇エリア：担当 〇〇 〇〇
〇〇エリア：担当 〇〇 〇〇

連絡⇔指示

①

②③

④
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案内放送文案

火災発生連絡の場合 ・お客様にお知らせいたします。○○で火災の連絡がありました。
・ただ今、スタッフが確認しておりますので次の放送までお待ちください。

■火災時の対応

火災が発生した場合 ・お客様にお知らせいたします。○○で火災が発生しました。
・誘導スタッフの指示に従い、落ち着いて非常口から避難をお願いします。

地震が発生した場合

・お客様にお知らせいたします。ただ今、大きな地震を感じましたがこの建物は倒れる心配はありません。
・窓際から離れて身の安全を図ってください。
・外へ出ると大変危険です。これからの放送をお待ちください。
・避難の際はエレベーターを使用しないでください。
・お客様にお知らせいたします。先ほどの地震の震源は○○で震源の深さ○○キロ、地震の規模はマグニチュード○○、こちらの震度は○○でした。
・ただ今、施設の安全を確認しております。誘導スタッフの指示があるまでその場でお待ちください。
・屋外避難の指示がありました。落下物やガラスに注意し、誘導スタッフの指示に従って、落ち着いて避難してください。

■地震時の対応

津波警報が出た場合 ・津波警報が発令されました。津波の恐れがありますので、建物の2階以上の場所に避難をしてください。

緊急時など
関係者参集する場合 ・催事巡回担当者は、時間となりましたので至急、○○に集まってください。

■暗号文例
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【本番終了後】
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本番終了後の感染症対応について

▼基本事項
・本番の最終日から2週間、検温を毎日行い体調に変化がないか社内確認を実施
（検温結果については管理シートに記録し管理）

▼体調に異変を感じた場合
・不要不急の外出を控えさせ自宅待機の後、最寄りもしくは掛かりつけの医院にて直ちにPCR検査を受けて陽性か陰性か確認

・イベント主催者へ現場で業務にあたったスタッフが感染した事を報告し、
計画時に主催者と定めた感染者発生時のフローに沿った対応を実行する

陰性だった場合

陽性だった場合

・検査の結果、陰性だった場合は日々の検温を再開すると共に通常業務へ復帰

・併せて感染者に対して濃厚接触している者がいるか確認
（濃厚接触者かどうかは厚生労働省のガイドライン（※次ページ参照）に沿って確認）

・濃厚接触者にあたる従事者については
直ちに指定の保健所、病院の確認を受け、PCR検査を受ける

・陰性、濃厚接触者に当たらないと診断された従事者も、以後の対応は保健所、またはPCR検査を受けた病院の判断に従う
・また感染者は医師の判断の元、完治が確認できたら通常業務へ復帰

・感染者本人は不要不急の外出を控え、医師の指示に従って治療に努める

陽性だった場合

濃厚接触の可能性がある場合

『新型コロナウイルス感染症』特定の確認は廃止する方針
ただし、主催者が必要とすると判断した場合は、下記、フローにて継続して対応する
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厚生労働省のHP 「新型コロナウイルス感染症対策の基本対処方針の廃止」に関する記載
（厚生労働省HPより抜粋 2023/04/27時点）
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【契約時】
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受注時の契約内容における留意事項

■契約書について
案件受注時にクライアントまたは、代理店と契約を行う。

■違約金について
該当キャンセル料は、すでに支出した費用(実費)、完成した制作物・提供済みサービスの対価、
企画設計費・デザイン費・コンテンツ制作費・運営関連費・機材関連費・ステージ進行関連費および
解除により不可避的に発生した費用(手配先のキャンセル費等)の総額または
以下に定める割合のキャンセル費料のうちいずれか高い方とする。

引き渡し日の一ヵ月以前 ：見積金額の30％
引き渡し日の15日前から一カ月前まで ：見積金額の50％
引き渡し日の3日前から15日前まで ：見積金額の80％
引き渡し日の3日前以降 ：見積金額の100％

受注時の契約については継続する方針
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その他、対応参照として
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救急救護方法確認 出典：日本医師会HP 救急蘇生法
https://www.med.or.jp/99/index.html
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火災発生時時対応フロー
出典：東村山防災ガイドマップ
https://www.city.higashimurayama.tokyo.jp
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